
う
る
ま
市
と
沖
縄
市
に
ま
た
が
る
中
城

湾
港
新
港
地
区
に
立
地
す
る
企
業
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
中
城
湾
新
港
地
区
協
議
会
」

は
、
同
地
区
内
に
立
地
す
る
企
業
間
の
連

携
、
交
流
、
地
域
の
環
境
整
備
を
目
的
に

設
立
さ
れ
、
行
政
機
関
と
の
意
見
交
換
会
、

国
・
県
へ
の
要
請
活
動
を
は
じ
め
、
地
域

の
清
掃
活
動
や
、
会
員
の
福
利
厚
生
な
ど

幅
広
い
活
動
を
行
う
。

同
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
名
護
宏
雄

氏
は
『
工
業
団
地
と
し
て
企
業
が
集
積
し

て
い
る
地
域
は
沖
縄
県
内
で
は
少
な
く
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
企
業
が
集
積
し
て
い
る

の
は
、
中
城
湾
港
の
他
に
は
な
い
。
こ
の

地
区
の
発
展
は
、
県
の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
工
業
地
区
の
企
業
が
連
携

し
合
え
ば
、
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
、

県
全
体
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
協
議
会
は
、
行
政
の
垣
根
を

越
え
た
活
動
に
よ
り
、
地
区
の
発
展
を
支

え
て
き
た
。
今
後
も
協
議
会
が
果
た
す
役

割
は
大
き
い
』
と
話
る
。

『
協
議
会
と
し
て
中
城
湾
港
新
港
地
区
へ

の
定
期
航
路
の
就
航
を
継
続
し
て
要
望
し

大
垣
精
工
株
式
会
社
沖
縄
工
場
は
、
特
別

自
由
貿
易
地
域
の
素
形
材
産
業
向

け
賃
貸
工
場
に
入
居
し
、

２
０
１
１
年
２
月
か
ら

操
業
を
開
始
し
た
。

素
形
材
産
業
向
け

賃
貸
工
場
は
、
沖

縄
県
が
整
備
し
た

長
屋
型
の
賃
貸
工

場
で
、
金
型
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
が

併
設
さ
れ
て
い
る
。

大
垣
精
工
株
式
会
社

を
は
じ
め
、
金
型
産

業
が
集
積
し
て
い
る
。

同
社
は
、
金
型
産
業
に
お

け
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
で
、

本
社
は
岐
阜
県
大
垣
市
。
現
在
、
同
社
工
場

は
岐
阜
県
に
５
か
所
、
長
崎
県
に
１
か
所
あ

り
、
沖
縄
工
場
は
７
番
目
の
工
場
と
な
る
。

沖
縄
工
場
は
、
大
垣
精
工
株
式
会
社
の
リ

ス
ク
分
散
の
考
え
か
ら
、
立
地
へ
と
つ
な

が
っ
た
。

沖
縄
工
場
の
準
備
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
工

場
長
の
大
森
氏
は
、
生
粋
の
職
人
を
感
じ
さ

せ
つ
つ
も
、
社
交
的
な
性
格
と
の
印
象
を
受

け
る
。
大
森
氏
は
、『
リ
ス
ク
分
散
を
し
な

て
き
た
が
、
ま
だ
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
行
政
の
取
り
組
み
は
遅
く
、
行
政
組

織
の
温
度
差
を
感
じ
る
』
と
、
厳
し
い
評

価
を
す
る
一
方
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
「
定

期
航
路
の
社
会
実
験
」
を
受
け
、
企
業
も

こ
の
事
業
に
協
力
し
、
定
期
航
路
を
就
航

さ
せ
た
い
と
、
社
会
実
験
に
期
待
を
寄
せ

た
。名

護
会
長
が
代
表
を
務
め
る
株
式
会

社
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
沖
縄
は
、

１
９
８
２
年
に
設
立
し
、

１
９
９
６
年
に
中
城
湾

港
新
港
地
区
に
本
社

を
移
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
機
器

の
販
売
、
ソ
フ
ト

販
売
を
は
じ
め
、

ソ
フ
ト
開
発
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
、
人
材
派
遣
な

ど
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
業
務

を
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
順
調
に
業
績
を
伸

ば
し
な
が
ら
も
、
途
中
つ
ら
い
時
期
も
あ
っ

た
と
振
り
返
る
。
そ
の
教
訓
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
人
材
の
重
要
性
を
意
識
し
、

社
員
教
育
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

『
若
い
世
代
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
時
代

に
移
れ
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

我
々
の
役
目
。』
と
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ

た
。

い
と
世
界
で
は
通
用
し
な
い
。
沖
縄
で
は
付

加
価
値
の
高
い
製
品
を
作
っ
て
お
り
、
特
別

自
由
貿
易
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
立
地
を

決
め
た
。』
と
立
地
の
経
緯
を
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
。

金
型
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
産
業
を
下
支
え

し
て
き
た
日
本
の
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
大

森
氏
は
『
金
型
は
大
量
生
産
、
つ
ま
り
製
品

を
均
一
化
し
て
製
造
す
る
場
合
の
源
と
な
る

技
術
。
良
い
も
の
を
安
定
し
て
生
産
す
る
た

め
に
は
、
良
い
金
型
を
作
る
必
要
が
あ
る
。』

と
説
明
を
加
え
て
く
れ
た
。

沖
縄
工
場
の
従
業
員
は
現
在
３
名
、
今
春

に
は
新
規
卒
業
者
を
採
用
の
予
定
。

沖
縄
工
場
で
は
、
一
酸
化
炭
素
、
窒
素
酸

化
物
、
炭
化
水
素
を
削
減
す
る
た
め
の
「
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
ハ
ニ
カ
ム
」
の
金
型
製
造
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
金
型
に
よ
っ
て
製
造
さ

れ
た
触
媒
は
、
主
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
工
場
で
製
造
し
て
い
る
金
型
は
、
ミ

ク
ロ
ン
単
位
を
制
御
す
る
、
高
い
精
度
を
求

め
ら
れ
る
。
大
森
氏
は
、『
沖
縄
工
場
の
設
備

は
決
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
技

術
者
の
手
、
技
術
が
加
わ
る
こ
と
で
付
加
価

値
の
高
い
製
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
決
し
て
他
が
真
似
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
沖
縄
で
作
る
製
品
の
仕
上
が
り
は
高

い
精
度
を
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
で

き
て
い
る
。
大
垣
精
工
株
式
会
社
は
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
実
現
で
き
る
技
術
集
団
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
強
み
。』
と
気
さ
く
に
語
る
。

ま
た
、
大
森
氏
は
「
若
者
を
、
世
界
に
通

用
す
る
技
術
者
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
、

人
材
育
成
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く

れ
た
。

名
な

護
ご

　宏
こう

雄
ゆう

　氏

・中城湾新港地区協議会会長
・株式会社コンピュータ沖縄
　代表取締役

大
おお

森
もり

　正
まさ

末
すえ

　氏

大垣精工株式会社
沖縄工場長

うるま市では、新たな雇用創出を実現するた
めに積極的な企業誘致活動や人材育成事業を
展開しています。
特に特別自由貿易地域を有する中城湾
港新港地区においては、日本経済を
支える製造業や情報通信産業の
誘致を進めています。
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